
建築史・建築批評家 五十嵐太郎 氏

日時 2026.11.13（金）15：00～16：30

（特別記念講演）

会場 都民ホール（東京都議会議事堂１階）

「アワードと展覧会を通して公共建築を考える」

特別記念講演

令和８年度 「 公共建築の日 」 記念

東京都建築技術発表会

五十嵐太郎 ／ Taro Igarashi
建築史・建築批評家
東北大学大学院教授

あいちトリエンナーレ2013芸術監督、
第11回ヴェネチア・ビエンナーレ建築展日本館コミッショナーを務める

「磯崎新：群島としての建築」などの展覧会を監修
第64回芸術選奨文部科学大臣新人賞、2018年日本建築学会教育賞（教育貢献）を受賞

『誰のための排除アート？』（岩波書店）ほか著書多数

事前予約制オンライン併用
聴講申込・詳細はこちら

↓

これまで日本建築学会賞（作品）、JIA日本建築大賞、BCS賞、
グッドデザイン賞及び京都賞など、様々なアワードの審査のほか
「3.11以後の建築」展や「インポッシブル・アーキテクチャー」展など
数多くの展覧会の監修ならびにキュレーションを担当しました。

そこで、アワードと展覧会を通して、
公共建築がどのように評価されてきたのかを振り返りたいと思います。
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